
昨年度に引き続き受入年号が昭和であるもの、また、受入年号が平成であっても破損があるもの

に関しては新しいものを購入、廃棄することとした。 

震災の際に寄贈を受けたが未登録のままの蔵書が数多くあり、そちらの処理も進めていく。 

学校図書館年間活動計画（スケジュール） 

月別 蔵書管理・図書活用・読書指導 児童図書委員会活動内容 市立図書館との連携 

４月 

・担当教諭との打合せ 

・貸出オリエンテーション 

・学級文庫配本 

・低学年読み聞かせ開始 

・図書の貸出準備 

・前期組織編成 

・第１回学校図書館支援会議 

・図書の借用開始（～３月） 

５月 

・貸出オリエンテーション終了 

・未登録蔵書の処理開始 

・杉並文庫選書開始（～６月） 

・貸出当番開始 ・第２回学校図書館支援会議 

６月 
・杉並文庫選書終了 

・未登録蔵書の処理② 

・貸出当番 

・書架整理 
 

７月 

・夏休み貸出開始 

・未登録蔵書の処理③ 

・おすすめ図書掲示 

・1学期貸出未返却図書の督     

 促 

・夏休み貸出の周知 

・壁面装飾 

・市内学校図書館見学 

８月 ・杉並文庫納品、受入  ・第３回学校図書館支援会議 

９月 

・夏休み貸出しの返却対応 

・未登録蔵書の処理④ 

・新着図書の案内 

・夏休み貸出未返却図書の督  

 促 
 

１０月 
・分類表の掲示 

・市費選書開始（～１１月） 

・後期組織編成 

・後期貸出当番開始 

・中央図書館見学への対応（低

学年） 

・第４回学校図書館支援会議 

１１月 

・読書週間貸出 

・企画「お気に入りの１冊」 

・未登録蔵書の処理⑤ 

・おすすめ図書コーナーの設   

 置 
 

１２月 

・冬休み貸出開始 

・未登録図書の処理⑥ 

・企画「読書賞」 

・除籍作業 

・未返却図書の督促 

・冬休み貸出の周知 

・企画「読書賞」の作業 

第５回学校図書館支援会議 

１月 

・市費購入図書受け入れ、搬入 

・企画「おみくじ」 

・未登録蔵書の処理⑦ 

・除籍作業 

・冬休み未返却図書の督促 

・企画「おみくじ」の作業 
 

２月 

・未登録蔵書の処理⑧ 

・除籍作業 

・企画「読書賞（プレゼント有）」 

・企画「読書賞（プレゼント

有）」の作業 
第６回学校図書館支援会議 

３月 
・未登録蔵書の処理⑨ 

・除籍作業 
・未返却図書の督促 第７回学校図書館支援会議 

 

 

平成２７年度 

石神第一小学校 学校図書館支援活動記録 
学校図書館支援員 猪狩 奈々美 

 
１ 学校図書館の概要 

学校の紹介  

 石神第一小学校は全校児童７２名の小規模校である。 

地区の少子化に加え、東日本大震災に関係した福島第一原子力発電所事故の影響を受け、低学

年の児童は１０名以下と少なくなっている。 

平成２７年度児童数 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 

７名 ８名 １１名 １５名 １８名 １３名 ７２名 

（平成２７年１２月末時点） 

学校派遣日数 木・金曜日 週２回 

図書担当教員 林智子先生 

学校図書館蔵書数（４月当初）    ５,０１６冊 

学校図書館受入冊数（３月末時点）    ４０４冊 

 うち  市費購入冊数及び金額     １４５冊（２４７,７６４円） 

 うち  杉並文庫購入冊数        １６５冊 

うち  寄贈資料冊数          ９４冊 

 

２ 平成２７年度の課題及び目標 
① 課題 震災避難時に寄贈を受けた図書の登録作業が済んでいない。 

→目標 昨年度に引き続き、未登録となっている寄贈図書の整理を進める。 

② 課題 0類から 8類までの見出しの制作、分類表の掲示が出来ていない。 

→目標 分類表の掲示及び見出しの制作は完了。今後はより細かく分かりやすい見出しにした

い。 

③ 課題 図書室の利用が少ない児童への働きかけが必要である。 

→目標 年間で低学年２５冊、中学年１５冊、高学年５冊とし、学年にみあった本を読むこと

を目標とする。 

 

３ 活動の方針 
図書担当の教諭と話し合った結果、４月末から５月にかけてクラスごとに貸出オリエンテーショ

ンを行い、終えたクラスより順次貸出を開始することとした。 
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昨年度に引き続き受入年号が昭和であるもの、また、受入年号が平成であっても破損があるもの

に関しては新しいものを購入、廃棄することとした。 

震災の際に寄贈を受けたが未登録のままの蔵書が数多くあり、そちらの処理も進めていく。 

学校図書館年間活動計画（スケジュール） 

月別 蔵書管理・図書活用・読書指導 児童図書委員会活動内容 市立図書館との連携 

４月 

・担当教諭との打合せ 

・貸出オリエンテーション 

・学級文庫配本 

・低学年読み聞かせ開始 

・図書の貸出準備 

・前期組織編成 

・第１回学校図書館支援会議 

・図書の借用開始（～３月） 

５月 

・貸出オリエンテーション終了 

・未登録蔵書の処理開始 

・杉並文庫選書開始（～６月） 

・貸出当番開始 ・第２回学校図書館支援会議 

６月 
・杉並文庫選書終了 

・未登録蔵書の処理② 

・貸出当番 

・書架整理 
 

７月 

・夏休み貸出開始 

・未登録蔵書の処理③ 

・おすすめ図書掲示 

・1学期貸出未返却図書の督     

 促 

・夏休み貸出の周知 

・壁面装飾 

・市内学校図書館見学 

８月 ・杉並文庫納品、受入  ・第３回学校図書館支援会議 

９月 

・夏休み貸出しの返却対応 

・未登録蔵書の処理④ 

・新着図書の案内 

・夏休み貸出未返却図書の督  

 促 
 

１０月 
・分類表の掲示 

・市費選書開始（～１１月） 

・後期組織編成 

・後期貸出当番開始 

・中央図書館見学への対応（低

学年） 

・第４回学校図書館支援会議 

１１月 

・読書週間貸出 

・企画「お気に入りの１冊」 

・未登録蔵書の処理⑤ 

・おすすめ図書コーナーの設   

 置 
 

１２月 

・冬休み貸出開始 

・未登録図書の処理⑥ 

・企画「読書賞」 

・除籍作業 

・未返却図書の督促 

・冬休み貸出の周知 

・企画「読書賞」の作業 

第５回学校図書館支援会議 

１月 

・市費購入図書受け入れ、搬入 

・企画「おみくじ」 

・未登録蔵書の処理⑦ 

・除籍作業 

・冬休み未返却図書の督促 

・企画「おみくじ」の作業 
 

２月 

・未登録蔵書の処理⑧ 

・除籍作業 

・企画「読書賞（プレゼント有）」 

・企画「読書賞（プレゼント

有）」の作業 
第６回学校図書館支援会議 

３月 
・未登録蔵書の処理⑨ 

・除籍作業 
・未返却図書の督促 第７回学校図書館支援会議 

 

 

平成２７年度 

石神第一小学校 学校図書館支援活動記録 
学校図書館支援員 猪狩 奈々美 

 
１ 学校図書館の概要 

学校の紹介  

 石神第一小学校は全校児童７２名の小規模校である。 

地区の少子化に加え、東日本大震災に関係した福島第一原子力発電所事故の影響を受け、低学

年の児童は１０名以下と少なくなっている。 

平成２７年度児童数 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 

７名 ８名 １１名 １５名 １８名 １３名 ７２名 

（平成２７年１２月末時点） 

学校派遣日数 木・金曜日 週２回 

図書担当教員 林智子先生 

学校図書館蔵書数（４月当初）    ５,０１６冊 

学校図書館受入冊数（３月末時点）    ４０４冊 

 うち  市費購入冊数及び金額     １４５冊（２４７,７６４円） 

 うち  杉並文庫購入冊数        １６５冊 

うち  寄贈資料冊数          ９４冊 

 

２ 平成２７年度の課題及び目標 
① 課題 震災避難時に寄贈を受けた図書の登録作業が済んでいない。 

→目標 昨年度に引き続き、未登録となっている寄贈図書の整理を進める。 

② 課題 0類から 8類までの見出しの制作、分類表の掲示が出来ていない。 

→目標 分類表の掲示及び見出しの制作は完了。今後はより細かく分かりやすい見出しにした

い。 

③ 課題 図書室の利用が少ない児童への働きかけが必要である。 

→目標 年間で低学年２５冊、中学年１５冊、高学年５冊とし、学年にみあった本を読むこと

を目標とする。 

 

３ 活動の方針 
図書担当の教諭と話し合った結果、４月末から５月にかけてクラスごとに貸出オリエンテーショ

ンを行い、終えたクラスより順次貸出を開始することとした。 
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・未登録蔵書の処理。 

昨年度に引き続き、東日本大震災における震災避難時の際に寄贈を受けた未登録蔵書の台帳

登録及び整理を進めた。 

・夏休みの貸出開始。１人３冊までの貸出を行った。 

・教員からの要望があり、学校図書支援員おすすめの本と簡単な読書感想文を書いて図書室の入

口に掲示した。 

８月～９月 

・夏休み貸出の返却対応。 

・分類表の作成、掲示。 

・杉並文庫の受入及び配架が完了した。夏休み明けには多くの児童が借りていく姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

１０月 

・引き続き未登録蔵書の整理。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中央図書館見学案内。 

１０月９日（金）１０時３０分～１１時３０分の予定で低学年の児童１５名、教員２名へ館

内案内、読み聞かせ、貸出を行った。 

 

 

写真５ 

杉並文庫を利用する児童の様子 

写真６ 
４月当初は本棚にぎっちりと図書が詰まっていた

が、作業を進めていくにつれてだんだんと空きが出
てきた。 

また、受入・登録した図書を配架していくことに
より、児童がそれらを見つけて喜んで借りていく姿
が多く見られた。 

４ 年間活動内容 
１年間の主な活動記録 

４月～５月 

・図書室の利用方法についてクラスごとに貸出オリエ

ンテーションを行い、終えたクラスから順次貸出を

開始した。 

・低学年を対象とした下校前の読み聞かせを今年度も

継続して実施した。内容は５分程度で楽しく読める

ものを選書して行った。（写真１） 

・新聞店からの寄贈という形で「毎日小学生新聞」を図書室に 

置いており、今年度も引き続き置くこととなった。 

雑誌については、児童から人気の高い「アニメディア」「ピチレモン」の他、教員向けに新た

に「ＢＥ－ＰＡＬ」を購入した。（写真２、３） 

写真２ 新着雑誌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月～７月 

・杉並文庫の選書が完了。今年度は教員からのリクエストを中心に選書した。 

・ポスターの掲示しかしていなかった壁面に図書委員が飾りを作ってくれた。（写真４） 

写真４ 夏をイメージした装飾となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

写真１ 
読み聞かせの様子 

写真３ 
バックナンバーは新着雑誌の横の本棚に配架 
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・未登録蔵書の処理。 

昨年度に引き続き、東日本大震災における震災避難時の際に寄贈を受けた未登録蔵書の台帳

登録及び整理を進めた。 

・夏休みの貸出開始。１人３冊までの貸出を行った。 

・教員からの要望があり、学校図書支援員おすすめの本と簡単な読書感想文を書いて図書室の入

口に掲示した。 

８月～９月 

・夏休み貸出の返却対応。 

・分類表の作成、掲示。 

・杉並文庫の受入及び配架が完了した。夏休み明けには多くの児童が借りていく姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

１０月 

・引き続き未登録蔵書の整理。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・中央図書館見学案内。 

１０月９日（金）１０時３０分～１１時３０分の予定で低学年の児童１５名、教員２名へ館

内案内、読み聞かせ、貸出を行った。 

 

 

写真５ 

杉並文庫を利用する児童の様子 

写真６ 
４月当初は本棚にぎっちりと図書が詰まっていた

が、作業を進めていくにつれてだんだんと空きが出
てきた。 
また、受入・登録した図書を配架していくことに

より、児童がそれらを見つけて喜んで借りていく姿
が多く見られた。 

４ 年間活動内容 
１年間の主な活動記録 

４月～５月 

・図書室の利用方法についてクラスごとに貸出オリエ

ンテーションを行い、終えたクラスから順次貸出を

開始した。 

・低学年を対象とした下校前の読み聞かせを今年度も

継続して実施した。内容は５分程度で楽しく読める

ものを選書して行った。（写真１） 

・新聞店からの寄贈という形で「毎日小学生新聞」を図書室に 

置いており、今年度も引き続き置くこととなった。 

雑誌については、児童から人気の高い「アニメディア」「ピチレモン」の他、教員向けに新た

に「ＢＥ－ＰＡＬ」を購入した。（写真２、３） 

写真２ 新着雑誌 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月～７月 

・杉並文庫の選書が完了。今年度は教員からのリクエストを中心に選書した。 

・ポスターの掲示しかしていなかった壁面に図書委員が飾りを作ってくれた。（写真４） 

写真４ 夏をイメージした装飾となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

写真１ 
読み聞かせの様子 

写真３ 
バックナンバーは新着雑誌の横の本棚に配架 
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もいることから、明確な目標貸出冊数の提示はせず、 

クラスごとに貸出冊数が多かった児童数名への配布と 

なった。 

・冬休みの貸出開始。１人３冊までの貸出を行った。 

１～３月 

・お正月企画として、おみくじを作成。 

・未登録蔵書の整理をした。 

・情報が古い本の除籍をした。 

 

５ 中央図書館サポート職員による支援内容 
・選書のアドバイス・本の分類の確認。 

・展示物のアドバイス。 

・季節飾り・展示用スタンド（ポップスタンド・ブックスタンド）の作成。 

・配架アドバイス。（８月来校） 

 

６ 学校図書館利用実績 
（１）年間貸出冊数   

① 個人貸出冊数    

 
1年 

（１クラス） 

2年 

（１クラス） 

3年 

（１クラス） 

4年 

（1クラス） 

5年 

（1クラス） 

6年 

（1クラス） 
総合計 

年間合計 291 275 164 518 253 420 1921 

一人あたり 41.6 34.4 14.9 34.5 14.1 32.3 26.7 

昨年度比 139.9％ 55.9％ 31.8％ 169.3％ 121.6％ 120.3％ 92.4% 

※１人１冊１週間の貸出 

※夏休み、冬休みなどの長期休暇の際は１人３冊までの貸出 

② 学級文庫貸出冊数             

 
1年 

（1クラス） 

2年 

（1クラス） 

3年 

（1クラス） 

4年 

（1クラス） 

5年 

（1クラス） 

6年 

（1クラス） 
総合計 

学年合計 35 36 32 65 76 76 320 

昨年度比 64.8％ 65.4% 59.2% 120.3% 140.7% 140.7% 92.7% 

 

③ 調べ学習等貸出冊数 

 
1年 

（1クラス） 

2年 

（1クラス） 

3年 

（1クラス） 

4年 

（1クラス） 

5年 

（1クラス） 

6年 

（1クラス） 
総合計 

学年合計 0 12 118 25 15 60 230 

昨年度比 0％ 22.6% 421.4% 208.3% 29.4% 3000% 141.9% 

写真１１ 
今年の干支である猿にちなん
だ「バナナおみくじ」 

写真７ 読み聞かせの様子            写真８ 見学の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市費選書支援開始。 

１１月～１２月 

・読書週間の企画として１人２冊までの貸出を行った。また、全校生徒にお気に入りの本を１冊

書いてもらい、壁面に掲示をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・図書委員の手によっておすすめの本コーナーが設置された。普段貸出が少ない本が紹介され、

気になって借りていく児童の姿が見られた。また本の前には図書委員が一言添えたカードをつ

けたので、それを読んでから借りていくようだった。 

 

 

 

 

 

 

・市費選書終了。杉並文庫で選書しきれなかった教員からのリクエストや、児童から要望があっ

たものを選書した。 

・クリスマスの装飾作成。 

・２学期の終わりに読書賞の賞状を配布した。図書担当の先生と相談した結果、各クラスによっ

て個人貸出冊数に大きな差があること、図書室の利用は少ないが家庭での読書冊数は多い児童

写真９ 
掲示するとすぐ児童たちが見に来ていた。 

 

写真１０ 
図書室を出てすぐの廊下に設置。本は１～２週間

に１回のペースで取り替えている。 
また、過去に本の紹介に使用したカードは新しい

ものの下に重ねていくため、これまでどのような本
が紹介されたか確認することもできる。 
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もいることから、明確な目標貸出冊数の提示はせず、 

クラスごとに貸出冊数が多かった児童数名への配布と 

なった。 

・冬休みの貸出開始。１人３冊までの貸出を行った。 

１～３月 

・お正月企画として、おみくじを作成。 

・未登録蔵書の整理をした。 

・情報が古い本の除籍をした。 

 

５ 中央図書館サポート職員による支援内容 
・選書のアドバイス・本の分類の確認。 

・展示物のアドバイス。 

・季節飾り・展示用スタンド（ポップスタンド・ブックスタンド）の作成。 

・配架アドバイス。（８月来校） 

 

６ 学校図書館利用実績 
（１）年間貸出冊数   

① 個人貸出冊数    

 
1年 

（１クラス） 

2年 

（１クラス） 

3年 

（１クラス） 

4年 

（1クラス） 

5年 

（1クラス） 

6年 

（1クラス） 
総合計 

年間合計 291 275 164 518 253 420 1921 

一人あたり 41.6 34.4 14.9 34.5 14.1 32.3 26.7 

昨年度比 139.9％ 55.9％ 31.8％ 169.3％ 121.6％ 120.3％ 92.4% 

※１人１冊１週間の貸出 

※夏休み、冬休みなどの長期休暇の際は１人３冊までの貸出 

② 学級文庫貸出冊数             

 
1年 

（1クラス） 

2年 

（1クラス） 

3年 

（1クラス） 

4年 

（1クラス） 

5年 

（1クラス） 

6年 

（1クラス） 
総合計 

学年合計 35 36 32 65 76 76 320 

昨年度比 64.8％ 65.4% 59.2% 120.3% 140.7% 140.7% 92.7% 

 

③ 調べ学習等貸出冊数 

 
1年 

（1クラス） 

2年 

（1クラス） 

3年 

（1クラス） 

4年 

（1クラス） 

5年 

（1クラス） 

6年 

（1クラス） 
総合計 

学年合計 0 12 118 25 15 60 230 

昨年度比 0％ 22.6% 421.4% 208.3% 29.4% 3000% 141.9% 

写真１１ 
今年の干支である猿にちなん
だ「バナナおみくじ」 

写真７ 読み聞かせの様子            写真８ 見学の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・市費選書支援開始。 

１１月～１２月 

・読書週間の企画として１人２冊までの貸出を行った。また、全校生徒にお気に入りの本を１冊

書いてもらい、壁面に掲示をした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・図書委員の手によっておすすめの本コーナーが設置された。普段貸出が少ない本が紹介され、

気になって借りていく児童の姿が見られた。また本の前には図書委員が一言添えたカードをつ

けたので、それを読んでから借りていくようだった。 

 

 

 

 

 

 

・市費選書終了。杉並文庫で選書しきれなかった教員からのリクエストや、児童から要望があっ

たものを選書した。 

・クリスマスの装飾作成。 

・２学期の終わりに読書賞の賞状を配布した。図書担当の先生と相談した結果、各クラスによっ

て個人貸出冊数に大きな差があること、図書室の利用は少ないが家庭での読書冊数は多い児童

写真９ 
掲示するとすぐ児童たちが見に来ていた。 

 

写真１０ 
図書室を出てすぐの廊下に設置。本は１～２週間

に１回のペースで取り替えている。 
また、過去に本の紹介に使用したカードは新しい

ものの下に重ねていくため、これまでどのような本
が紹介されたか確認することもできる。 
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平成２７年度 
石神第二小学校 学校図書館支援活動記録 

学校図書館支援員 杉 千尋 
 
１ 学校図書館の概要 

学校の紹介 

  昨年度末に耐震工事の第１期が終了し、４月より大半の学年が元の教室での学習を開始した。

学校図書館も元の場所へ戻る一方で、夏より第２期工事が開始となり、引き続き仮設校舎で学

習する学年もある。 

平成２７年度児童数 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 支援 合計 

４１名 ４２名 ３２名 ４９名 ４６名 ５５名 ７名 ２７２名 

（平成２７年１２月末時点） 

学校派遣日数 月・火・水曜日 週３回 

図書担当教員 稲垣みゆき先生 

学校図書館蔵書数（４月当初）      １０,１６２冊 

学校図書館受入冊数（３月末時点）       ６３４冊 

 うち  市費購入冊数及び金額        ２７１冊（４３３,９５３円） 

 うち  杉並文庫購入冊数          １８９冊 

 うち  ＰＴＡ図書費購入冊数         ３５冊 

うち  寄贈資料冊数            １３９冊 

 

２ 平成２７年度の課題及び目標 
【課題】 
 ①耐震工事に伴う引っ越しおよび整理 
 ②昭和年度受入図書の更新 
 ③第一図書室（開架閲覧室）における正確な分類番号および著者記号の付与 
 ④貸出方法および返却方法の周知徹底 
【目標】 

 ①耐震工事に伴う引っ越しを、開架閲覧室となる第一図書室は４月末までに完了し、５月より

児童への個人貸出および授業利用を開始できるようにする。また、閉架書庫となる第二図書

室は第２期工事開始の夏までに完了とする。 

 ②再度蔵書の確認を行い、昭和年度受け入れ図書について引き続き除籍・廃棄の作業を進める。

同時にそれらに代わる図書の選書・受入を行う。 

 ③正確な分類番号および著者記号の付与・ラベルの変更について、９類文学・昔話絵本に関し

て今年度中にすべて完了し、その他の分類の作業へ移行できるようにする。 

 ④年度当初に利用オリエンテーションを実施し、図書の貸出方法および返却方法を周知する。

また、図書委員へ利用方法の周知を徹底し、図書支援員が不在の場合でも利用方法が分から

ずに困る児童の支援が出来るようにする。 

 

３ 活動の方針 
 読書環境を整え、自分から進んで読書を楽しむ児童を育てる。 
 具体的な手立てとして次のことを実践する。 
 ①年間の貸出冊数目標を低学年４０冊（前期２０冊、後期２０冊）、中・高学年３０冊（前期

※主に中央図書館からの貸出が中心だったため今回の数値には反映されていない。 

※学年によっては昨年度に比べ倍近い貸出があったため、昨年度比が倍増している。 

（２）学校図書館利用実績比較      

図書館内での調べ学習及び中央図書館からの資料提供が多かったため、数値には反映されていな

いが、多くの利用があった。学級文庫を５月に配架したため今年度最も多い３３９冊となった。 

なお、昨年度の学校図書館の利用実績と比較すると次の表となる。（表１） 

表１ 月別貸出冊数の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

個人貸出冊数における目標数値はほぼ達成しており、学校行事に勤しむ一方で熱心に読書をして

いる児童の姿が多く見られた。 

 

（１） 本年度の成果 

・未登録蔵書の処理を着実に進めることが出来き、処理が終わった本を目当てに足を運ぶ児童が

増えた。 

・図書担当教諭及び教員の協力のもと、授業で使う資料提供をスムーズに行うことが出来た。 

また、図書室での企画やお知らせ等があった際に広報の協力をしてもらい、児童が興味を持

って図書室へ足を運んでくれるようになった。 

・廊下の壁面を利用して、ポスター掲示のほかに季節の装飾を充実させたため、いつもは図書

室を通り過ぎてしまう児童が足を止める様子も見られた。 

（２） 来年度に向けた課題 

・本年度に引き続き未登録蔵書の処理、また児童が自ら書架整理を行うことが出来る背ラベルの

整備に早急に取り掛かりたい。 

・学年が上がるごとに貸出冊数が減少傾向にあることをふまえ、高学年向けの図書室での企画や

展示をより積極的に行っていきたい。 

 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 
２６年度 346 143 295 296 56 204 263 253 333 172 205 30
２７年度 192 339 199 238 6 122 172 243 235 154 131 23
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月別学校図書館利用実績 

７
 

本年度の成果及び来年度に向けた課題
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